
特集

閉
ざ
さ
れ
た
日
本

　
│
│
真
の
国
際
化
の
た
め
に

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　
「
日
本
の
常
識
は
世
界
の
非
常
識
」
│
│
そ
う

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
、
価

値
観
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
日
本
は
ず
っ
と
そ

の
常
識
で
や
っ
て
き
た
…
。
そ
う
思
う
人
も
少

な
く
な
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
世

界
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
る
の
に
、
日
本
は

ず
っ
と
昔
の
ま
ま
。
そ
れ
を
指
摘
さ
れ
て
、
驚

く
問
題
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
そ

ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
改
め
て
点
検
し
て

み
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

二
〇
二
〇
年
の
新
年
、「
法
と
民
主
主
義
」
の

特
集
は
、
そ
ん
な
立
場
か
ら
、
世
界
か
ら
疑
問

符
が
付
け
ら
れ
て
い
る
、
閉
ざ
さ
れ
た
日
本
の

実
態
を
、
人
権
や
民
主
主
義
の
原
点
か
ら
見
直

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
の

は
、
人
類
そ
の
も
の
の
安
全
と
永
続
、
世
界
平

和
で
あ
り
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
民
族
の
幸
わ
せ

で
す
。
し
か
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動

家
の
高
校
生
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
が

言
う
通
り
、「
い
ま
何
と
か
し
な
い
と
手
遅
れ
に

な
る
」
の
で
す
。
ど
う
か
、
一
緒
に
考
え
、
前
進
す
る
日
本
世
界
を
つ
く
っ
て

行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
天
皇
、
教
育
、
外
国
人
、
環
境
、
原
発
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

貧
困
、
そ
し
て
安
保
・
外
交
政
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
日
本
で
起
き
て
い
る
出
来
事
が
、「
日
本
特
有
」
の
姿
に
な
っ
て

い
て
、
国
際
的
常
識
か
ら
見
る
と
、
い
か
に
も
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
問
題
で

す
。
日
本
国
憲
法
と
国
際
社
会
が
、
私
た
ち「
日
本
の
常
識
」に
、
根
本
的
な
反

省
を
迫
っ
て
い
ま
す
。

 

×
　
×
　
×

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
日
本
は
天
皇
の
代
替
わ
り
で
大
騒
ぎ
し
ま
し
た
。

世
界
に
は
君
主
制
の
国
も
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
の
天
皇
制
度
は
、

「
逆
コ
ー
ス
」の
政
治
権
力
や
、
国
民
の
意
識
、
宗
教
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と

で
特
異
で
す
。
昨
年
、
経
団
連
、
日
商
、
そ
れ
に
何
と
、
日
本
会
議
が
堂
々
と

名
を
連
ね
て
結
成
し
た
「
天
皇
陛
下
ご
即
位
奉
祝
委
員
会
」
で
は
、「
万
歳
」
の
声

が
繰
り
返
さ
れ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
労
働
組
合
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　

国
民
の
意
識
で
い
え
ば
、
教
育
の
問
題
も
実
は
深
刻
で
す
。
格
差
社
会
を
容

認
し
、
教
育
産
業
を
太
ら
せ
て
行
こ
う
と
す
る
大
学
受
験
へ
の
民
間
試
験
導
入

は
、「
身
の
丈
発
言
」
が
批
判
を
浴
び
る
中
で
、
英
語
検
定
は
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
内
閣
が
進
め
る
新
自
由
主
義
・
教
育
政
策
に

よ
っ
て
、
日
本
の
公
教
育
支
出
は
、
先
進
国
で
最
低
、
世
界
で
四
〇
番
目
。
国

際
標
準
か
ら
ず
っ
と
遅
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
に
対
す
る
意
識
も
問
題
で
す
。
麻
生
太
郎
副
総
理
は
新
年
早
々
、「
二

2法と民主主義　2020／1 №545 2

02_03_545特集リード_3.indd   4 2020/01/24   18:39



〇
〇
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
国
で
、
一
つ
の
場
所
で
、
一
つ
の
言
葉

で
、
一
つ
の
民
族
、
一
つ
の
天
皇
と
い
う
王
朝
が
一
二
六
代
に
わ
た
っ
て
続
い

て
い
る
国
は
日
本
し
か
な
い
」
と
発
言
、
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
少
子
化
、
労

働
力
不
足
の
中
で
、
移
民
政
策
も
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
根

強
い
血
統
主
義
の
外
国
人
政
策
は
、
米
国
、
欧
州
の
右
翼
の
移
民
排
斥
の
先
頭

同
様
、「
外
国
人
に
は
人
権
が
な
い
」か
の
よ
う
で
す
。

　

深
刻
な
公
害
を
克
服
し
た
日
本
は
、
環
境
対
策
で
は
先
頭
を
歩
ん
で
い
る
か

の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
全
く
違
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昨
年
、
日

本
は
強
大
な
台
風
に
連
続
的
に
襲
わ
れ
、
大
変
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の

大
き
な
要
因
が
、
地
球
環
境
の
変
化
に
あ
る
こ
と
も
、
明
ら
か
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、「
ス
テ
ー
キ
」が
問
題
に
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
意
味
不
明
の「
セ
ク

シ
ー
な
政
策
」
を
掲
げ
た
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
の
感
覚
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

飛
行
機
で
な
く
ヨ
ッ
ト
を
使
っ
た
グ
レ
タ
さ
ん
の
真
摯
さ
と
比
較
し
て
、
い
ま

の
日
本
の
意
識
の
遅
れ
を
表
し
ま
し
た
。
昨
年
六
月
、
長
野
・
軽
井
沢
町
で
の

「
Ｇ
20
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
係
閣
僚
会
合
の
直
前
、
安
倍
政
権
は
「
温
暖

化
対
策
長
期
戦
略
」
で
、
二
〇
三
〇
年
の
削
減
目
標
を
、
二
〇
一
三
年
比
で
二

六
％
と
し
ま
し
た
。
主
要
国
で
は
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。
石
炭
発
電
融
資
の
一
、

二
位
は
、「
み
ず
ほ
」「
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
」が
占
め
て
い
ま
す
。

　

史
上
最
悪
の
原
発
事
故
を
経
験
し
た
日
本
は
、
依
然
と
し
て
原
発
か
ら
撤
退

せ
ず
、「
世
界
最
高
の
安
全
基
準
」
な
ど
と
い
い
加
減
な
こ
と
を
言
っ
て
原
発
輸

出
政
策
を
進
め
ま
し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
ま
し
た
。
フ
ク
シ
マ
事
故
が

収
拾
で
き
な
い
中
で
、「
世
界
一
の
安
全
基
準
」
な
ど
と
言
う
こ
と
自
体
、
説
得

力
を
持
ち
ま
せ
ん
。
既
に
世
界
は「
脱
原
発
」の
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

混
乱
の
一
つ
の
要
因
に
は
、
司
法
判
断
の
「
後
退
」
も
あ
り
ま
す
。「
差
し
止

め
裁
判
」
で
は
、
安
全
性
に
つ
い
て
、
被
害
の
広
範
性
、
深
刻
さ
、
回
復
困
難

性
を
認
め
な
が
ら
、「
そ
の
判
断
は
司
法
の
役
割
を
超
え
る
」
と
言
っ
て
回
避
し

た
り
、「
安
全
性
は
社
会
通
念
を
基
準
と
し
て
判
断
す
べ
き
」
と
か
い
っ
て
判
断

を
放
棄
し
た
り
、
被
害
訴
訟
で
は
、
国
の
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
り
す
る
も
の

も
出
て
い
る
状
況
で
す
。

　

二
〇
一
九
年
は
、
世
界
的
に
高
ま
っ
て
き
た
、
女
性
差
別
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

反
対
の
運
動
、「#M

etoo

」
の
運
動
が
、
日
本
で
も
広
が
り
ま
し
た
。
伊
藤
詩
織

さ
ん
へ
の
暴
力
は
、
民
事
事
件
で
勝
利
し
、
よ
う
や
く
愁
眉
を
開
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も
や
っ
ぱ
り
、
国
際
的
に
は
、
日
本
は
ま
だ
ま
だ
遅
れ

た
状
況
で
す
。
今
回
の
特
集
で
は
書
き
切
れ
な
か
っ
た
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
は
、

国
際
結
婚
で
の
子
ど
も
の
国
籍
か
ら
、「
戦
争
で
の
性
暴
力
の
根
絶
」
の
象
徴
の

「
慰
安
婦
」
や
、
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
少
女
像
」
ま
で
、
意
識
の
面
で
も
、

日
本
は
大
き
く
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
掲
げ
た
こ
の
七
年
間
、
人
々
の
生
活
は
豊

か
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
国
民
生
活
で
は
「
貧
し
さ
」

が
進
ん
で
い
る
、
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
二
〇
一
三
年
の
日
本
の
相
対
的

貧
困
率
は
一
六
％
で
、
統
計
記
録
上
過
去
最
高
記
録
。
別
の
研
究
で
は
二
〇
│

六
四
歳
で
一
人
暮
ら
し
の
日
本
人
女
性
の
三
人
に
一
人
は
貧
困
状
態
で
す
。
二

〇
一
六
年
四
月
の
ユ
ニ
セ
フ
の
報
告
書
で
は
、
日
本
は
先
進
国
の
中
で
最
も
貧

困
率
が
高
く
、
先
進
国
四
一
か
国
中
三
四
位
、
子
ど
も
の
貧
困
で
は
、
厚
生
労

働
省
の
調
査
で
も
、
二
〇
一
五
年
は
一
三
・
九
％
、
特
に「
ひ
と
り
親
家
庭
」の

子
供
の
貧
困
率
は
深
刻
で
す
。
非
正
規
の
若
者
の
結
婚
出
来
な
い
低
賃
金
、
独

居
老
人
の
問
題
。
少
子
化
・
高
齢
化
の
下
で
、
日
本
人
の
生
活
は
、
こ
れ
か
ら

ど
う
設
計
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
根
源
に
、
日
米
安
保
条
約
の
体
制
と
、
対
米
従

属
、
軍
事
優
先
の
安
倍
内
閣
の
姿
勢
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
二
〇
一
七

年
七
月
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
締
結
さ
れ
、
世
界
で
批
准
運
動
が
進
む
中
、
日

本
は
こ
れ
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
国
が「
も
う
戦
争
は
で
き
な
い
」と
、

軍
事
力
、
軍
事
同
盟
依
存
か
ら
の
脱
却
を
図
る
の
に
、
米
国
言
い
な
り
の
軍
備

拡
張
を
続
け
る
日
本
は
、
や
は
り
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
世
紀
後
半
の
「
東
西
冷
戦
時
代
」
を
過
ぎ
、
二
一
世
紀
最
初
の
「
冷
戦
終

結
・
米
国
一
強
時
代
」
の
二
〇
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
米
国
の
「
覇

権
」
は
、
こ
れ
か
ら
一
層
小
さ
く
な
り
、
中
国
の
影
響
力
も
無
視
で
き
な
い
状

況
が
進
み
ま
す
。
日
本
は
、
そ
の
展
望
の
中
で
、「
世
界
の
中
の
日
本
」「
ア
ジ
ア

の
中
の
日
本
」を
構
想
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 
（「
法
と
民
主
主
義
」編
集
委
員
会
・
丸
山
重
威
）
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